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5
月
28
日
〜
30
日
に
、
被
災
地
の
現
状

や
災
害
廃
棄
物
を
確
認
す
る
た
め
、
岩
手

県
山
田
町
と
大
槌
町
を
視
察
し
ま
し
た
。

参
加
者
は
一
般
公
募
18
人
、
環
境
ク
リ
ー

ン
セ
ン
タ
ー
と
最
終
処
分
場
周
辺
6
地
区

の
代
表
者
13
人
、
市
議
会
議
員
5
人
、
市

職
員
な
ど
10
人
の
計
46
人
。
出
発
前
に
富

士
市
役
所
で
放
射
線
量
を
測
定
。
大
槌
町

と
山
田
町
の
災
害
廃
棄
物
仮
置
き
場
で
も

放
射
線
量
を
測
定
し
、
3
か
所
と
も
毎
時

0

・

0
5
マ
イ
ク
ロ
シ
ー
ベ
ル
ト
で
し
た
。

　
山
田
町
・
大
槌
町
視
察

2

5 月28日 ／ 20:30 市役所発（車中泊）
5 月29日 ／大槌町と山田町の災害廃棄物の
　仮置き場を見学、山田町役場で意見交換
　（災害時の様子や災害廃棄物の現状について）
　18:00 盛岡市着（泊）
5 月30日 ／ A班 朝 盛岡市発、夜 市役所着
　B 班 市民の代表者と市職員が富士市で試験　
　焼却する木材チップを確認し、搬出立ち会い

山田町・大槌町視察スケジュール

●
現
地
を
見
て
、
現
地
の
人
た
ち
が
い

　
か
に
早
く
災
害
廃
棄
物
を
処
理
し
た

　
い
か
、
処
理
す
る
た
め
に
い
か
に
努

　
力
を
し
て
い
る
か
と
い
う
意
気
込
み

　
を
感
じ
ま
し
た
。
（
70
代
・
男
性
）

●
被
災
地
で
は
多
く
の
作
業
員
が
一
生

　
懸
命
作
業
し
、
災
害
廃
棄
物
を
き
め

　
細
か
く
分
別
し
て
い
ま
し
た
。
1
日

　
で
も
早
く
処
理
で
き
る
こ
と
を
願
っ

　
て
い
ま
す
。
（
60
代
・
男
性
）

●
大
槌
町
で
は
、
主
要
産
業
で
あ
る
漁

　
業
を
営
む
港
に
が
れ
き
が
集
め
ら
れ

　
て
い
ま
し
た
。
「
広
域
処
理
な
し
に

　
は
復
興
は
遠
い
」
と
強
く
感
じ
ま
し

　
た
。
（
30
代
・
女
性
）

●
富
士
市
で
試
験
焼
却
を
行
う
災
害
廃

　
棄
物
は
木
材
チ
ッ
プ
で
、
が
れ
き
全

　
般
で
な
い
こ
と
の
周
知
が
必
要
だ
と

声視察参加者の

　
思
い
ま
し
た
。
（
70
代
・
男
性
）

●
山
田
町
と
大
槌
町
で
焼
却
場
を
つ
く

　
ろ
う
と
し
て
も
1
〜
2
年
は
完
成
ま

　
で
か
か
っ
て
し
ま
う
よ
う
で
、
そ
れ

　
で
は
復
興
に
時
間
が
か
か
っ
て
し
ま

　
う
こ
と
を
知
り
ま
し
た
。
現
地
に
行

　
っ
て
広
域
処
理
の
必
要
性
が
わ
か
り

　
ま
し
た
。
（
40
代
・
男
性
）

●
現
地
で
の
放
射
線
量
測
定
結
果
か
ら
、

　
試
験
焼
却
す
る
こ
と
は
可
能
だ
と
思

　
い
ま
す
。
し
か
し
、
検
査
は
十
分
に

　
行
い
、
細
心
の
注
意
で
対
応
を
お
願

　
い
し
た
い
で
す
。
（
70
代
・
男
性
）

●
山
田
町
と
大
槌
町
の
二
つ
の
町
の
被

　
災
状
況
は
想
像
以
上
の
も
の
で
し
た
。

　
災
害
廃
棄
物
の
仮
置
き
場
を
見
て
、

　
早
く
片
づ
け
る
必
要
性
を
実
感
し
ま

　
し
た
。
（
70
代
・
男
性
）

※1ミリシーベルトは1,000マイクロシーベルト。

　出発前に放射線量を測
定　災害廃棄物について
話を聞く参加者　大槌町
の災害廃棄物仮置き場
　放射線量を測定　山田
町の木材チップ・木材破
砕処理施設を見学　山田
町職員と意見交換　搬出
する木材チップに異物の
混入がないか確認　放射
線量を測定　搬出を見守
る市民代表者・市職員
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試
験
焼
却
で
は
、
排
ガ
ス
中
の
放
射
性

セ
シ
ウ
ム
濃
度
が
安
全
な
水
準
で
あ
る
か
、

焼
却
灰
の
放
射
性
セ
シ
ウ
ム
濃
度
が
問
題

な
く
埋
め
立
て
で
き
る
レ
ベ
ル
か
ど
う
か

を
調
べ
ま
す
。

　

こ
れ
ら
の
分
析
し
た
デ
ー
タ
は
す
べ
て

市
民
の
皆
さ
ん
に
公
開
し
て
い
き
ま
す
。

　　

試
験
焼
却
し
た
デ
ー
タ
に
基
づ
い
て
放

射
能
の
専
門
家
に
意
見
を
伺
い
ま
す
。

　

そ
の
後
説
明
会
を
開
催
し
、
市
民
の
皆

さ
ん
に
試
験
焼
却
の
結
果
や
専
門
家
の
意

見
を
報
告
し
、
皆
さ
ん
の
ご
意
見
を
伺
い

ま
す
。

　

そ
の
上
で
災
害
廃
棄
物
の
受
け
入
れ
の

可
否
を
判
断
し
て
い
き
ま
す
。

　

結
果
の
分
析
に
は
1
か
月
ほ
ど
期
間
を

要
す
る
た
め
、
説
明
会
の
実
施
は
7
月
を

予
定
し
て
い
ま
す
。
日
程
が
決
ま
り
次
第
、

チ
ラ
シ
（
町
内
会
を
通
じ
て
回
覧
）
や
市

ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
な
ど
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

　

5
月
30
日
に
山
田
町
か
ら
搬
出
さ
れ
た

木
材
チ
ッ
プ
15
ト
ン
が
、
6
月
4
日
に
環

境
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
に
到
着
。
到
着
後

放
射
線
量
を
測
定
し
、
毎
時
0

・

0
4
〜

0

・

0
5
マ
イ
ク
ロ
シ
ー
ベ
ル
ト
で
し
た
。

　

環
境
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
に
搬
入
さ
れ

た
木
材
チ
ッ
プ
は
、
岩
手
県
山
田
町
で
放

射
性
セ
シ
ウ
ム
濃
度
を
検
査
し
た
と
こ
ろ
、

静
岡
県
が
定
め
た
受
け
入
れ
基
準
の
1
キ

ロ
グ
ラ
ム
当
た
り
1
0
0
ベ
ク
レ
ル
を
大

き
く
下
回
り
、
平
均
で
1
キ
ロ
グ
ラ
ム
当

た
り
1
6

・

8
ベ
ク
レ
ル
で
し
た
。

　　

市
は
、
6
月
5
日
に
一
般
公
募
市
民
や

環
境
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
と
最
終
処
分
場

周
辺
6
地
区
の
代
表
者
、
市
議
会
議
員
、

市
職
員
な
ど
が
立
ち
会
い
の
も
と
、
試
験

焼
却
を
実
施
し
ま
し
た
。

　

試
験
焼
却
で
は
搬
入
さ
れ
た
木
材
チ
ッ

プ
15
ト
ン
を
市
の
一
般
可
燃
ご
み
85
ト
ン

と
混
合
し
、
計
1
0
0
ト
ン
を
焼
却
し
ま

し
た
。
混
合
率
は
15
％
で
す
。

　
災
害
廃
棄
物
の
搬
入
　

　
試
験
焼
却
で
調
べ
る
こ
と
　
　

問
い
合
わ
せ
　
廃
棄
物
対
策
課 　 
（
55
）2
7
7
0

　

（
51
）0
5
2
2

　
試
験
焼
却
の
結
果
は
　
　

　
試
験
焼
却
の
実
施
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災
害
廃
棄
物
の
試
験
焼
却
を
実
施

12

　ＪＲ富士駅に木材チップ
が到着　コンテナの周りで
放射線量を測定　試験焼却
を行う環境クリーンセンタ
ーへ搬入　環境クリーンセ
ンターでもコンテナの周り
で放射線量を測定　コンテ
ナから木材チップを取り出
し放射線量を測定し、数値
が基準内であることを確認
　木材チップ　木材チップ
に異物がまざっていないか
を確認　焼却作業について
説明　木材チップと一般可
燃ごみをまぜて、炉に投入
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